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補助事業名 平成29年度 ロボカップ2017名古屋世界大会開催 補助事業 

補助事業者名 特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会 

 

1 補助事業の概要 

（1）事業の目的 

   世界的なロボットの競技会を通じて、ロボット工学や人工知能等の研究を推進し、自

然災害や少子高齢化等の課題解決に向け、様々な産業分野の基礎技術として波及させ、

更に学生・若手研究者による国際的な技術交流を図るほか、市民や企業等が来場し競技

に触れることで、ロボットへの理解や関心を深めることを目的とする。 

（2）実施内容 

ロボカップ2017名古屋世界大会の開催（https://robocup2017.org/） 

   「ロボカップ」は国際的な自律移動ロボットの競技会で、本年7月、ロボカップ発祥

の地である名古屋で20年ぶりに世界大会を開催しました。 

   世界42ヵ国・地域、約2,500名の参加者がサッカーやレスキューなど4種目の競技を行

うなど、最先端のロボットや人工知能の進化・発展を体感する機会となったほか、関連

事業として、ロボット等に関する展示会なども開催しました。 

会場エントランス            サッカー競技 

 

 

 

 

 

 

 

 

      レスキュー競技        展示会（ロボット技術・産業フェア） 

https://robocup2017.org/


 

ロボットパーク           世界青少年発明工夫展 

 

2 予想される事業実施効果 

  名古屋を始めとする当地域は、ものづくり産業が集積する地域であり、ロボット技術は

生産性の向上につながるだけでなく、生活支援を始め様々な産業への応用が期待されてお

り、最新のロボット技術の可能性を示したことで、新技術の開発や研究開発の活性化、新

たな産学連携が生まれる契機になることが期待されます。 

  また、世界大会に来場した多くの子どもたちの科学技術に関する関心を大いに高めたこ

とで、将来の産業人材の育成につなげていくとともに、当地域で2020年に開催が予定され

ている第29回人工知能国際会議やワールドロボットサミットなどの機会をとらえ、今後も

ロボットや人工知能の研究開発活動の活性化、その活用の拡大を図ります。 

 

3 補助事業に係る成果物 

（1）補助事業により作成したもの 

①ロボカップ2017名古屋世界大会開催報告書 

 (https://www.robocup2017.org/file/report_jp.pdf) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.robocup2017.org/file/report_jp.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ロボカップ2017名古屋世界大会開催案内チラシ 

（https://www.robocup2017.org/file/robocup_flyers.pdf） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）（1）以外で当事業において作成したもの 

 ロボカップ2017名古屋世界大会開催ポスター

（https://www.robocup2017.org/file/robocup_poster.pdf) 

     

 

 

 

 

 

 

https://www.robocup2017.org/file/robocup_flyers.pdf
https://www.robocup2017.org/file/robocup_poster.pdf


 

4 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 特定非営利活動法人ロボカップ日本委員会（ロボカップニホンイインカイ） 

住  所： 〒105-0011 

東京都港区芝公園三丁目５番８号 

代 表 者： 会長 大橋 健（オオハシタケシ） 

担当部署：  

担当者名： 筒井 利和（ツツイトシカズ） 

電話番号： 052－972－2418 

F  A  X： 052－972－4135 

E - m a i l： a2420@shiminkeizai.city.nagoya.lg.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.robocup.or.jp/original/ 

http://www.robocup.or.jp/original/

